
博 

鈴 

木 

接
続
詞
「
故
に
」
の
読
み
は

「
か
る
が
ゆ
え
に
」
 

一
 
問
題
提
起

 

理
由
を
あ
ら
わ
す
の
に
用
い
る
 
「
故
に」
と
い
う
言
葉
は
、
現

代
文
で
は

「
ゆ
え
に」
と
読
ま
れ
、
次
の
二
つ
の
場
合
に
使
わ
れ

る
。
 

A
 
文
頭
で
接
続
詞
と
し
て
。
こ
の
場
合
の
意
味
は

「
 

し
た
が
っ
て
」
と
同
様
で
あ
る
。
 

B
 
文
中
で
接
続
助
詞
的
に
。
こ
の
場
合
は

「
 

だ
か
ら
」
 

と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
 

A
は
前
の
文
が

「
 

。
」
で
終
わ
っ
た
後
を
受
け
て
、
次
文
が

順
接
の
接
続
詞
の
 
「
故
に」
か
ら
始
ま
る
場
合
で
あ
る
。
B
は
文

中
に
あ
っ
て
、
「
…
…
の
故
に
」
と
か

「
 

す
る
が
故
に
」
と

か
の
よ
う
に
、
順
接
の
助
詞
ふ
う
に
用
い
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
 

現
代
文
で
は

A
の
場
合
の
 
「
故
に」
も
B
の
場
合
の
「
故
に
」
 
 

も
「
ゆ
え
に
」
と
読
ま
れ
、
他
の
読
み
方
を
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
 

し
か
し
江
戸
中
期
以
前
は
、
接
続
詞
の
場
合
の
漢
字
書
き
「
故

に
」
を

「
ゆ
え
に
」
と
は
読
ま
な
か
っ
た
。
も
し

「
ゆ
え
に」
と

読
ん
で
い
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
証
す
る
古
文
献
に
よ

る
裏
付
け
が
必
要
で
あ
る
。
端
的
に
昌
1
口
え
ば
、
仮
名
書
き
に
よ
る

文
頭
の
接
続

詞
「
ゆ
え
に
」
（
「
え
」の
仮
名
が

「象
」
や
「
へ
」
で

記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
含
む
）
の
文
証
を
当
該
文
献
あ
る
い
は
そ
れ

を
潮
る
古
い
文
献
か
ら
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
仮
名
書
き
で
な

く
漢
字
に
対
す
る
付
訓
、
つ
ま
り
振
り
仮
名
で
読
み
を
示
し
て
い

る
場
合
は
、
「
故
（
に）」
 の
傍
訓
の
位
置
関
係
が
微
妙
に
か
ら
む

こ
と
が
あ
っ
て
、
「
故
ュ
ェ
（
ニ
）

」
 の
ご
と
く
で
あ
れ
ば
、
漢
字
の

右
下
の
 
「
ユ
エ
（
ニ
）」
は

送
り
仮

名
と

見
な
さ
れ
、

接
続

詞
 

「
ゆ
え
に」
 の
例
証
に
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
 

「
ユ
エ
（
ニ
）」
 の
位
置
が
、
訓
点
資
料
や
整
版
本

お
よ
び
そ
れ
 

0 
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ら
の
翻
刻
本
で
、
ス
ペ
ー
ス
の
窮
屈
さ
か
ら
少
し
上
に
来
て
い
る

と
、
送
り
仮
名
で
な
く
傍
訓
（
振
り
仮
名
）
の
よ
う
に
受
け
取
ら

れ
、
あ
た
か
も
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
の
用
例
が
そ
の
文
献
に
存
在

す
る
か
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
早
合
点
せ

ず
に
慎
重
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

さ
て
A
の
場
合
、
す
な
わ
ち
文
頭
の
接
続
詞
の
場
合
の
仮
名
書

き
「
ゆ
え
に
」
 の
用
例
は
、
明
治
期
の
文
献
に
な
ら
ば
次
の
よ
う

に
見
ら
れ
る
。
 

〇
早
ク
 
読
ム
 
時
 

ニ
 
ハ
 
四
 
ト
 
七
 
ト
 
ヲ
 
聞

キ
 
違
フ
ル
 

コ
ト
 

ア
リ
、
 
五
 
ト
 
九
 
ト
 
ヲ

聞
キ
 
違
フ
ル
 
コ
ト
 
ア
リ
。
 
ユ
ェ
 
ニ
 
金
銭
 
ヲ

カ
ゾ

フ
ル
 

ニ
 

ハ
 
七
十
七
銭
 

ヲ
 
な
な
十
な
な
銭

ト
 
読
I
r、
、
 九
十
九
銭
 
ヲ
 
き
う
十
き
う
銭
 
ト
 
読

ム
 
コ
ト
 
多
シ
。
（傍
線
稿
者
）
 

右
の
文
章
は
、
明
治
二
十
二
年
金
港
堂
版
の
小
学
校
国
語
教
科
書

で
あ
る
新
保
磐
次
著
『
日
本
読
本
」
都
市
用
（
滋
賀
大
学
図
書
館
教

育
学
部
分
館
蔵
）
、巻
四
の
三
丁
裏

「
マ
チ
ガ
ヒ
 
ヲ
 
フ
セ
グ
。」
 

に
見
え
る
も
の
で
あ
る
（
昭
和
六
十
一
年
明
治
書
院
刊
『
語
源
探
求
」
 

中
の
拙
稿
「
四
の
字嫌
い
」
に
所
引
。
こ
の
拙
稿
は
後
、
補
訂
を
加
え
て

平
成
十
年
清
文
堂
刊
の
拙
著
「
国
語
学
叢
考
」
に
所
収
）
。
 
ち
な
み
に

言
う
、
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
は
右
に
引
く
よ
う
に
文
語
体
の
文
章
  

の
中
で
用
い
ら
れ

る
傾
向
が
強
い
が
、

こ
れ
は
接
続
詞
「
ゅ
え

に
」
 の
誕
生
が
漢
文
訓
読
脈
と
か
か
わ
る
点
の
大
き
い
こ
と
か
ら

の
帰
結
と
思
わ
れ
る
。
 

ニ
 
室
町
期
の
文
献
に
お
け
る
文
頭
の
接
続
詞
 

「
故
に
」
の
読
み
は
、
「
ゆ
え
に
」
で
な
く
 

「
か
る
が
ゆ
え
に
」
で
あ
る

 

室
町

時
代
の
文
献
に

は
、
B
の
場
合

な
ら
ば

仮
名
書
き
の
 

「
 

の
ゆ
え
に
」
と
か

「
 

す
る
が
ゆ
え
に
」
と
か
は
あ
っ

て
も
、
A
の
場
合
に
は
仮
名
書
き
の
 
「
ゆ
え
に」
は
見
つ
け
ら
れ

な
い
。
し
た
が
っ
て
拙
著
『
周
易
抄
の
国
語
学
的

研
究
」
（
昭和

四
十
七
年
刊
）
の
研
究
篇
三
九
二
頁
の
次
例
、
 

〇
我

ハ
柔
デ
巽
ノ
卦
ニ
イ
テ
、
シ
カ
モ
我
ハ
柔
順
ナ
ゾ
。
サ
ウ

テ
近
レ
君
ニテ
家
道
ヲ
治

メ
テ
イ
タ
ホ
ド

ニ
、
天
下
ヲ
富
ス

ゾ
。
故

ニ
吉
ゾ

（
巻
四e
三
十
六
丁
表
）
 

に
お
け
る
傍
線
部
の
順
接
的
接
続
詞
「
故

ニ
」
を
、
底
本
の
土
井

本
以
外
の
諸
本
も
同
様
の
漢
字
書
き
で
、
か
つ
仮
名
書
き
の
接
続

詞
「
ユ
ェ
ニ
」
の
用
例
が
六
冊
本

『周
易
抄
』
諸
本
中
に

一
切
な

く
て
、
読
み
の
確
か
な
根
拠
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
六
九

頁
の
索
引
で
躍
曙
し

つ
つ
 「
ユ
」
 の
部
に
入
れ
た
の
は
誤
り
で
あ

っ
た
。
右
の
用
例
の
 
「
故
ニ
」
は
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
そ
し
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て
左
の
抄
物
に
お
け
る
傍
線
部
の
よ
う
に

「
カ
ル
ガ
ユ
エ
ニ
」
と

読
む
べ
き
な
の
で
あ
る
。
 

ヲ
 
ヘ
ハ
 

ナ
ラ
ウ
 

カ
ウ
 

ナ
ラ
ウ

 

〇
上

行
下
敷
ト

ョ
ム
ヘ
キ
カ
。
上
ノ
行
、
下
敷
ト

モ
ョ
ム

 

カ
 

ヘ
キ
カ
。
 下
タ
ル
者

ハ
上
ニ
ヒ
カ
レ
テ
行
ク
モ
ノ
ソ
。
故

ニ

上
モ
下
モ
皆
暴
虐
ヲ
本
ト

ス
ル
ソ

（
京
大
蔵
、六
冊
写
本
「
一
一

略
抄
」
、巻
四
の
四
十
二
丁
表
ー裏
）
 

ヲ
 
ヘ
ハ
 

カ

 

右
の
文
中

の
 「
行
」
 は
 
「
ヲ
コ
ナ
ヘ
バ
」
、「
故
ニ
」
 は
 
「
カ
ル

ガ
ユ
エ
ニ
」
 と
い
う
読
み
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
（
こ
の
 「
一
一

略
抄
」
の
用
例
は
「
滋賀
大
国
文
」
 3
8
 
号
の
拙
稿
に
挙
げ
て
い
る
）
。
 

私
が
こ
の
ミ
ス
に
気
づ

い
た
の
は
、
昭
和
四
十
八
年
に

『明
応

八
年
円
秀
写
 
日
本
諸
神
根
源
集
』
を
句
読
点
を
施
し
翻
刻
し
て

い
た
時
で
あ
る
。
こ
の
稿
（
以
下
、
α
と
い
う
）
は
 「
滋賀
大
学
教

育
学
部
紀
要
」
 2
3
 
号
に
載
せ
（
宮
田
正
信
博
士
と
共
著
）
、後
に
拙

著
『
室
町
時
代
語
の
研
究
」
（
昭
和
六
十
」
犀
刊
）
に
収
め
た
が
、
 

そ
の
二
〇
七
頁
の
註
一
七
（
本
稿
で
は
註
国
）
で
、
次
掲
の
山
田

孝
雄
博
士
著
『
漢
文
の
訓
読
に

よ
り
て
伝
へ
ら
れ

た
る
語
法
」
 

山
田
博
士
は
関
係
す
る
本
居
宣
長
の
『
玉
あ
ら
れ
』
 の
説
を

引
用
 

に
触
れ
、
註
二
〇
（
本
稿
で
は
註
岡
）
で
も
他
か
ら

の

資
料
を
援
用
し
た
。
さ
ら
に
同

紀
要
 

3
3
 

号
（
昭
和
五
十
八
年
）
の
 

『
太
平
記」
 に
関
す
る
拙
稿
（
以
下
、
β

と
い
う
）
で
も
述
べ
、
山
石

波
文
庫
の
『
続
お
伽
草
子
』
か
ら
も
引
例
し
て
、
同
様
に
前
記
の
  

拙
著
に
収
め
た
。
 

今
拙
稿
の
α
か
ら
、
文
頭
の
漢
字
書
き
「
故

ニ
」
の
見
ら
れ
る

 

箇
所
を
抜
き
出
す
と
左
の
三
箇
所
で
あ
っ
て
（
う
ち
二
例
は
文
中
の

 

接
続
助
詞
の
可
能
性
も
あ
る
が
）
、
 

〔
・
1
〕
此
神
ハ
武
勇
ヲ
好
III
玉
フ
。
故
ニ
鎌
ヲ
柱
ニ
打
テ
 

。
凸
 

葦
原
ニ
降
臨
シ
、
百
王
ノ
元
祖
ト
成
リ
玉
フ
。
故

ニ

 

此
神
ヲ
為
レ
本也
。
 

シ
ト
 

ツ
レ
ハ
 
ヲ
 

〔
一m
〕
天
子
ニ
無
二
父
母
一
云
事
ハ
、
天
子
得

レ
位
、其
親
還
テ
劣

也
。
故

ニ
云
爾
也
。
 

こ
れ
ら
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
註
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

国
原
文
に
は
句
読
点
が

な
い
の
で
、
「
故
ニ
」
は
接
続
詞
と
も

接
続
助
詞
と
も
解
さ
れ
る
。
山
田
孝
雄
博
士
の
『
漢
文
の
訓

読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ
た
る
語
法
」
 二
六
一
頁
に
、
接
続
詞
 

「
ゆ
裏
に」
 の
発
生
が
江
戸
中
期
以
降
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
後
註
同
に
説
く
よ
う
に
、
こ
の
書
の
中
に
接
続
詞
 

「
故
ニ
」
の
用
例
と
認
め
る
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
こ

も
接
続
詞
「
か
る
が
ゆ
裏
に
」
と
、
接
続
助
詞
「
ゆ
裏
に
」
 

と
の
両
様
の
読
み
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
 

同
註
国
に
同
じ
。
 

同
原
文
「
 

劣
也
故

ニ
」
は
、
「
也
」
 で
前
文
が
終
止
し
て

い
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
 
「
故
ニ
」
は
接
続
詞
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と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
故
ニ
」
を
ど
う
読
む
か
に

つ

い
て
は
、
本
書
成
立
の
寛
正
五
年
（
一

四
六
四
）
な
い
し
転

写
の
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
の
こ
ろ
に
は
接
続
詞
「
ゆ
魚

に
」
 の
確
例
が
な
い
。
『文
明
本
節
用
集
』
を
見
る
に
接
続

詞
「
カ
ル誕
へ
ニ」
 の
用
例
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
接
続
詞
「
ゆ
え

に
」
の
確
例
を
発
見
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
ま
た
 

『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』
の
接
続
詞
の
条
に
も
、
C
a
r
u
I
 

g
ay
uy
e
n
i
（

か
る
が
ゆ
え
に
）
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
Y
uy
e
n
i
 

（ゆ
え
に
）
は
な
い

（
土
井忠
生
先
生
訳
書
三
〇
〇
頁
）
。よ
っ

て
接
続
詞
「
故
ニ
」
 の
読
み
方
は

「
か
る
が
ゆ
え
に
」
と
考

え
る
。
接
続
詞
「
か
る
が
故
に
」
の
用
例
は
岩
波
文
庫
『
続

お
伽
草
子
』
（
『室
町
時
代
語
の
研
究
」
一
七
頁
所
引
。
本
稿
次

掲
）
等
に
見
ら
れ
る
。
 

さ
ら
に
拙
稿
β
か
ら
左
に
引
く
（
具
体
的
な
『
太
平
記
』
の
用
例

二
十
の
表
示
は
省
略
）
。
 

〇
 

わ
た
く
し
は
仮
名
書
き
の
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
 の
証
例

が
示
さ
れ

な
け
れ
ば
 

中
世
で
は
文
頭
の
接
続
詞
「
故

に
」
は
、
「
ゆ
え
に
」
 で
は
な
く
「
か
る
が
ゆ
え
に
」
と
読

む
の
が
よ
い
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
で
日
本
古
典
文
学
大
系
本

の
『
太
平
記
」
に
は
、

た
と
え
ば

岩
波
文
庫
『
続
お
伽
草

子
」
 八
五
頁
の
、
 

⑨
こ
れ
た
．、
時
の
関
白
世
の
ま
つ
り
事
義
に
当
ら
ざ
る
所
よ

り
出
づ
る
な
り
。
か
る
が
故
に
天
道
よ
り
と
が
め
給
ふ
と

こ
ろ
ぞ
や
（
さ
、
や
き
竹
）
 

の
よ
う
な
傍
線
部
表
記
「
か
る
が
故
に
」
は
見
ら
れ
ず
、
漢

字
の
「
緯
」
に
対
し
て
「
カ
ル
ガ
ユ
エ
ニ
」
と
ル
ビ
を
振
る

も
の
が
三
例
あ
る
ほ
か
は
、
十
七
例
が

「故
（
ニ
）」
 で
、
 

そ
の
中
の
二
例
の
 
「
故」
 に
ル
ビ
 
「
ユ
エ
ニ
」
が
あ
る
。
け

 

ユ
エ
ニ

 

れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
「
故

」
と
あ
る
所
を
元
和
八
年
の
付

 

ニ
 

訓
整
版
本
で
見
る
と
、
「
故」
と
あ
っ

て
大
系
本

の
「
ユ
エ

ニ
」
と
い
う
ル
ビ
、
読
み
方
は
古
い
も
の
の
伝
承
で
は
な
さ

そ
う
で
あ
る
。
大
系
本
で
は
ル
ビ
の
な
い
接
続
詞
「
故
ニ
」
 

も

「
ユ
エ
ニ
」
と
読
ま
れ
る
倶
れ
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ

ら
の
諸
例
を
仮
名
書
き
古
写
本

の
築
田
本

（古
態
本
系
）
・
土

井
本

（
流布
本
系
）
に
よ
っ
て
検
す
る
と
、
多
く
は
 
「
か
る

か
ゆ
へ
に
」
と
あ
り
、
中
に
は
 
「
連
体
形
＋
ゆ
へ
に
」
と
あ

っ
た
り
し
て
、
こ
れ
ら
の
古
写
本
で
見
る
限
り
文
頭
の
接
続

詞
「
ゆ
え
に
」
 の
仮
名
書
き
は
な
い
。
 

三
 
山
田
孝
雄
博
士
説
・
本
居
宣
長
 

『
玉
あ
ら
れ』
の
説

 

接
続
詞
「
ゅ
象
に
」
の
誕
生
の
遅
い
こ
と
を
説
い
た
前
掲
の
山
 

m
 



田
博
士
著
「
漢
文
の
訓
読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ

た
る
語
法
』
（
昭

和
十
年
刊
）
の
 「
ゆ
象
に
・
ゆ
君
ん
」
 の
条
（
二
五
八
頁
以
下
）
か

ら
必
要
と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
引
こ
う
。
な
お
山
田
博
士
の
文
法

用
語
に
は

「接
続
詞
」
は
な
く
、
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
は

「接

続
副
詞
」
 で
あ
る
。
左
引
中

の
『
玉
あ
ら
れ
』
 は
寛
政
四
年
（
一

七
九
二
）
版
の
四
十
七
丁
裏
、
お
よ
び
そ
れ
を
翻
刻
し
た
筑
摩
書

房
の
「
本
居
宣
長
全
集
」
第
五
巻
五
一
二
頁
の
 
「
ゆ
裏
に」
 の
条

と
ほ
ぼ
等
し

い
（
山
田
博
士
の
誤
脱
二字
等
を
稿
者
が
補
正
す
る
）
。
 

〇
現
代
の
普
通
文
に
接
続
副
詞
と
名
づ
く
べ
き
形
式
の
語
と
し

 

て

「
ゆ
象
に
」
と
い
ふ
語
を
用
カ
る
こ
と
屡
§
見
ゆ
。
こ
れ

 

も
亦
、
国
語
本
来
の
用
法
に
あ
ら
ず
し
て
漢
文
の
訓
読
よ
り

 

馴
致
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
と
す
。
 

こ
れ
に
つ
き
て
「
玉
あ
ら
れ
」
 に
論
あ
り
。
日
は
く
、
 

⑥
ゆ
象
に
も
、
よ
り
て
と
同
じ
さ
ま
に
て
、
も
し
上
を
切
り

 

て
お
こ
し
て
い
ふ
と
き
は
、
こ
の
ゆ
象
に
と
も
、
さ
る
ゆ

象
に
と
も
い
ふ
べ
し
。
詞
の
か
し
ら
に
た
だ
に
、
ゆ
裏
に

と
は
い
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
《
稿
者
注
。
右
の
 「
より
て
」
 

に
つ
い
て
も
山
田
博
士
の
こ
の
書
二
一
七
頁
に
 「
ゆ
裏
に」
と

同
様
の
視
点
に
立
つ
「
玉
あ
ら
れ
」
か
ら
の
引
用
が
あ
る
）
 

と
い
ひ
、
な
ほ
論
じ
て
い
は
く
、
 

⑨
古
文
に
て
は
、
語
の
か
し
ら
に
て
は
、
か
れ
と
い
ひ
て
、
 
 

故
字
を
書
り
。
又
漢
文
に
、
句
の
か
し
ら
に
あ
る
故
字
は
、
 

昔
よ
り
、
か
る
が
ゆ
象
に
と
、
訓
来
れ
り
。
こ
れ
、
か

、
 

る
が
ゆ
裏
に
、
と
い
ふ
こ
と
也
。
か
や
う
に
よ
め
る
も
、
 

語
の
か
し
ら
に
た
ぐ
に
、
ゆ
裏
に
と
は
い
ふ
ま
じ
き
が
ゆ

象
也
。
昔
は
漢
文
を
よ
む
に
も
、
か
く
詞
の

つ
か
ひ
ざ
ま

 

タ
マ

 

を
正
し
て
、
今
の
ご
と
み
だ
り
に
は
あ
ら
ざ
り
き
。
 

と
あ
り
。
 

さ
て
か
く
「
ゆ
裏
に
」
と
い
ふ
語
を
用
カ
た
る
例
を
見
る
に
 

《稿
者
注
。
以
下
ル
ビ
な
し
の
接
続
詞
「
故
に
」
 の
用
例
三
を
挙

げ
る
が
、
 一
例
の
み
掲
げ
る
×
 

⑥
故
に
同
時
代
の
多
く
の
俗
文
家
を
目
し
て
小
説
家
と
い
ふ

を
得
べ
く
ん
ば
、
西
鶴
が
好
小
説
家
た
り
し
事
は
誰
も
異

論
な
か
る
べ
し

（
露伴
）
 

の
如
く
、
ま
さ
に
接
続
副
詞
の
用
を
な
せ
る
も
の
な
り
と
す
。
 

按
ず
る
に
、
か

、
る
語
遣
は
こ
れ
亦
漢
文
中
の
 「
故
」
字
の

よ
み
方
よ
り
起
れ
る
も
の
な
る
べ
き
が
、
そ
の
 「
故」
字
に

は
多
く
の
意
義
と
用
法
と
あ
る
う
ち
、
か
く
用
カ
ら
る
る
は
 

「
承上
之
辞
」
（助
字
弁
略
）
又
は

「接
続
虚
字
」
（
虚字
註
釈

備
考
）
な
ど
い
へ
る
も
の
に
あ
た
る
べ
き
な
り
。
今
そ
れ
ら

の
用
例
を
見
る
に

《
稿
者
注
。
以
下
十
五
文
の
う
ち

一
文
を
示

す
×
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⑥
不
二
自
見
一
故
明
、
不
ニ
自
是
一
故
彰
、
不
ニ
自
伐
一
故有
レ
功
 

（
老子
、
上
）
 

さ
て
こ
れ
ら
の
 「
故
」
と
い
ふ
語
は
漢
文
に
て
は
上
文
の
意

義
を
総
括
し
て
下
文
を
起
す
接
続
詞
た
る
も
の
に
し
て
、
そ

れ
は
委
し
く
い
は
ば

「
是故
」
と
い
ふ
べ
き
も
の
な
り
。
こ

れ
は
助
語
辞
に

「
是
故
発
語
更
レ
端
之
辞
。亦
是
其
説
有
レ
所

レ
因
而
発
。
謂
因
二
此
故
こ
 
と
い
ひ
、

助
字
弁
略

に

「
猶
 

」
F

是
以
是
故
一
」
と
説
明
せ
る
も
の
な
り
。
「
是
故」
の
用

例
は

《
稿
者
注
。
以
下
六
例
の
う
ち
一
例
を
示
す
×
 

⑥
其
言
不
レ
譲
是
故
晒
レ
之
（論
語
、
先
進
）
 

上
例
の
「
故
」
は
上
述
の
如
く
「
是
故
」
と
い
ふ
に
同
じ
意

な
る
を
以
て
、
古
来
「
カ
ル
ガ
ユ
エ
ニ
」
と
よ
み
来
れ
る
こ

と
「
玉
あ
ら
れ
」
 の
言
の
如
し
。
さ
て
か
く
の
如
き
を
ば
古

来
必
ず

「
カ
ル
ガ
ユ
エ
ニ
」
と
よ
み
来
れ
る
を
ば
そ
の
語
冗

長
な
り
と
し
て
た
だ

「
ユ
エ
ニ
」
と
よ
み
は
じ
め
し
こ
と
は

何
時
頃
か
と
い
ふ
に
、
さ
ま
で
古
き
時
代
の
こ
と
に
あ
ら
ざ

る
な
り
。
日
尾
判
山
の
訓
点
復
古
（
天
保
年
間
《
稿
者
注
。
」ハ

年
廿
一
八
三
五
》
 の
著
）
に
い
は
く
、
 

＠
故
読
け
 
当
時
ノ
素
読
生
タ
チ
ヲ
見
ル
ニ
、
是
ヲ
モ
上
ヲ

削
テ
惟
ュ
ェ
ニ
ト
バ
カ
リ
読
シ
ム
ル
者
多
シ
。
亦
文
盲
ノ

 

ワ
ザ

 

業
也
。
 
 

と
い
ひ
た
る
が
、
「
玉
あ
ら
れ
」
 に
既
に
之
を
論
ず
れ
ば
、
 

そ
の
時
こ
の
事
行
は
れ
た
り
し
を
見
る
べ
し
。
太
宰
春
台
の

倭
読
要
領

《
稿
者
注
。享
保
十
三
年
〈
一
七
二
八
〉
版
。巻
中
の

四
十
八
丁
表
》
に
い
へ
ら
く
、
 

⑥
（
上
略
）
コ
レ
ヲ
熟
読
ト
イ
フ
。
是
読
書
ノ
要
法
ナ
リ
。
 

此
法
ヲ
用
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
、
殊

ニ
古
来
ノ
読
ノ
如
ク
ナ
ル

ム
ツ
カ
シ
キ
倭
訓
、
ム
ツ
カ
シ
キ
テ
ニ
ヲ
ハ
ヲ
除
去
テ
、
 

簡
易
ナ
ラ
ン
様
ヲ
学
ブ
ベ
キ
ナ
リ
。
 

こ
れ
ら
の
説
が
、
漢
文
訓
読
界
を
風
摩
し
て
「
ゆ
裏
に
」
な

ど
い
ふ
変
則
の
語
法
を
発
生
せ
し
め
し
も
の
な
る
が
、
そ
の

当
初
は
漢
文
に
習
熟
せ
し
め
む
と
欲
す
る
に
あ
り
し
こ
と
明

か
な
り
。
然
れ
ど
も
漢
文
に
忠
実
な
ら
む
と
し
て
国
語
に
害

毒
を
及
ぼ
す
こ
と
の
如
何
を
顧
み
ざ
り
し
が
故
に
、
そ
の
余

弊
は
時
を
経
ず
し
て
国
語
の
間
に
上
の
如
き
変
則
を
生
じ
、
 

終
に
普
通
文
に
ま
で
そ
の
害
毒
を
流
す
に
至
り
し
も
の
な
り
。
 

而
し
て
彼
等
漢
学
者
を
し
て
今
日
に
生
れ
出
で
て
、
か
く
の

如
き
害
毒
を
流
し
た
り
し
こ
と
を
見
聞
せ
し
め
ば
、
果
し
て
、
 

己
が
目
的
を
達
し
得
た
り
と
慶
ぶ
べ
き
か
、
将
た
、
そ
の
意

想
外
の
結
果
を
見
て
驚
き
嘆
く
べ
き
か
。
 

以
上
、
要
す
る
に
古
文
に

お
け
る
接
続
詞
の
漢
字
書
き
 
「
故

に
」
を
ど
う
読
む
か
に

つ
い
て
は
、
本
居
宣
長
の
『
玉
あ
ら
れ
」
、
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山
田
孝
雄
博
士
の
『
漢
文
の
訓
読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ
た
る
語

法
」
 の
、
右
に
引
用
し
た
部
分
を
見
ず
に
、
安
易
に
現
代
文
と
同

様
に

「
ゆえ
に
」
と
読
む
こ
と
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 

宣
長
は
古
文
に
お
い
て
は
接
続
詞
「
故
」
は

「
か
れ」
と
読
み
、
 

漢
文
の
句
頭
の
 
「
故
」
は
 「
か
る
が
ゆ
象
に
」
と
訓
読
し
て
来
て

い
る
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
山
田
博
士
引
用
の
日
尾
判
山
の
『
訓

点
復
古
」
 に
も
、
「
カ
ル
ガ
ユ
エ
ニ
」
と
訓
読
す
べ
き

「
故」
字

の
よ
み
を
上
略
し
て
 「
ユ
エ
ニ
」
と
だ
け
読
む
風
潮
を
慨
嘆
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
推
測
す
れ
ば
、
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
が
 

「
か
る
が
ゆ
え
に
」
の
上
略
形
と
し
て
論
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
江
戸
後
期
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
。
 

四
 
接
続
詞
「
か
れ
」
の
用
例

 

古
く
は

「
か
る
が
ゆ
系
に
」
と
同
義
の
接
続
詞
と
し
て

「
か
れ
 

（
に）」
 が
用
い
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
用
例
を
日
本
古
典
文
学
大

系
に
所
収
の
『
万
葉
集
』
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
訓
読
文
か

ら
左
に
掲
げ
る
。
 

①
 

生
は
貧
る
可
く
、
死
は
畏
る
べ
し
と
。
天
地
の
大
徳
を

 

か
れ
 

し

 

生
と
日

ふ
。
故
に
死
に
た
る
人
は
生
け
る
鼠
に
及
か
ず
。
 

（
「万
葉
集
二
」
一
一
一
頁
。巻
五
「
沈
痢
自
哀
の
文
」
）
 

あ
め
 

ぬ
ぼ
ニ
 

》
】
と
よ
 

か
れ

 

②
 

天
の
沼
矛
を
賜
ひ
て
、
言
依
さ
し
賜
ひ
き
。
故
、
二
柱
  

の
神
、
天
の
浮
橋
に
立
た
し
て
、
其
の
沼
矛
を
指
し
下
ろ
し

 

か
 

て
画
き
た
ま
へ
ば
 

（
「古
事
記
」
上
巻
、
五
三
頁
）
 

③
 

く
概
嫉

な
る
が
伽

へ
る
は
感

り
雰
く
、
勲
く
灘
れ
る

が
齢
り
た
る
は
城

り
難
し
o

機
、
天
毎

つ
廊
り
て
地
鶴
に

讐

る
o

魅

し
て
後
に
、
栖
野
、
其
の
中
に
郵
れ
ま
す
o

棚
、
 

日
は
く
 

（
「日
本
書
紀
上
」
巻
一
、
「神
代
上
」
、七
六
頁
）
 

①
の
頭
注
に
原
漢
文
中
の
 「
故」
字
を

「
カ
レ
ニ
」
と
読
む
こ
と

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
が
後
掲
の
辞
書

中
の
語
源
的
説
明
に
見
え
る
の
で
、
こ
こ
で
は
引
用
を
省
く
。
①

向
ン
③
共
に文
中
の
 「
故」
 の
読
み
が
原
文
自
体
に
は
示
さ
れ
て
い

な
い
け
れ
ど

も
、
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
に
 
「
故」
 の
読
み
の
 

「
カ
レ
」
が
存
す
る
の
で
、

こ
の
よ
う
に
奈
良
時
代
の
文
献
中
の

接
続
詞
「
故
」
を
「
か
れ
」
と
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
 

な
お
こ
の
よ
う
な

「
故」
を
「
か
れ
」
と
訓
読
す
る
こ
と
は
後

世

へ
伝
統
的
に
受
け

つ
が
れ
て
来
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
室
町

時
代
に
『
日
本
書
紀
』
を

講
述
し
た
清
原
宣
賢

の
『
日
本
書
紀

抄
』
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
）
中
の
、
原
文
訓
読
の
振
り
仮
名
に

 

カ
レ
 

「
故」
（接
続
詞
）
と
あ
る
。
前
掲
③
と
は
漢
字
、
読
み
の
異
な
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
③
に
相
当
す
る
箇
所
を

左
に
示
そ
う
（
ヲ
コ
ト
点
を
平
仮
名
書
き
し
て
括
弧
に
入
れ
る
）
。
 

〇
肩
ク
タ
蜘
矛
云
」
は
）
瞬
易
、
カ

郵
リ
ニ繊
か
コ
リ
姉
（
は
）
カ
タ
場
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難
シo
柳
、
刃
知
粛
配
、

瑠
ノ
慶
）
サ
超
ルo
 

（
一
八
三・
一
八五
頁
）
 

さ
て
平
安
初
期
の
漢
文
訓
読
資
料
に
お
い
て

「
故」
字
を

「
カ

レ
」
と
読
む
証
例
は
、
春
日
政
治
博
士
著
『
西
大
寺
本
金
光
明
最

勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
 
研
究
篇
』
に
次
の
よ
う
に
見
え

る
。
 

〇
故
字
は
又
カ
レ
と
訓
む
場
合
も
あ
る
。
 

⑥
第
三
昧
に
依

（
り
）
て
、故
レ

〔
於〕
楽
と
説
ク
。
〔於
〕
 

大
智
に
依
り
て
、
故
レ
清
浄
と
説
ク
。
 

⑥
他
に
証
知
セ
令
（
め
）
む
と
し
て
、
故
レ
種
種

の
世
俗
の

名
言
を
説
か
ク
の
み
。
 

こ
の
カ
レ
は
古
典
の
訓
方
で
は
上
の
文
の
終
結
を
承
け
て
、
 

下
の
文
の
頭
に
立
つ
故
字
に
当
て
ら
れ
て
カ
る
の
が
普
通
で

あ
る
が
、
こ
の
古
点
に
於
け
る
こ
の
語
は
皆
上
の
文
が
接
続

形
を
取

つ
て
カ
る
下
に
入
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

「
依

ル
ガ
故

ニ
」
 「
令
メ
ム
ト
ス
ル
ガ
故

ニ
」
 を
以
て
代
へ
得
る

所
で
あ
る
が
、

一
種
特
異
な
用
法
で
あ

つ
て
、
接
続
代
名
詞

の
用
法
に
準
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。
（
一
八
四
頁
）
 

右
に
引
例
の
 
「
故
レ
」
三
例
は
文
頭
の
接
続
詞
と
は
異
な
る
け
れ

ど
も
、
春
日
博
士
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
見
て
お
ら
れ
る
か
と

思
う
。
 

大
矢
透
博
士
の
『
仮
名
遣
及
仮
名
字
体
沿
革
史
料
」
を
見
る
と
、 
鰯
 

カ
レ

 

傍
訓
の

「
故」
が
次
の
資
料
に
存
す
る
。
 

〇
法
華
義
疏
（
長
保
四
年
〈
一
〇
〇二
〉
石
山
寺
蔵
）
 

〇
大
眠
慮
遮
那
成
仏
経
（
天
宣
呈ハ
年
〈
一
〇
五
八
〉高
野
山
竜
光

 

院
蔵
）
 

〇
妙
法
蓮
華
経
玄
賛

（
保
安」
犀

〈
一
二
「
一〉
法
隆
寺
蔵
）
 

つ
い
で
に
「
カ
ル
ガ
ユ
エ
」
の
証
例
も
大
矢
博
士
の
同
書
か
ら
左

 

に
示
そ
う
。
 

q

職
へ

（豊
宮
埼
文
庫
蔵
『
古
文
尚
書
」
、正
和
」
犀

全
「
二
四
×
 

こ
れ
は
「傍
訓
」
欄
で
な
く
「
仮
名
遣
」
欄
に
見
え
る
）
 

五
 
文
頭
の
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
発
生
の
筋
道

 

文
頭
の
接
続
詞
「
ゆ
象
に
」
発
生
の
筋
道
に

つ
い
て
の
本
居
宣

長
お
よ
び
山
田
孝
雄
博
士
の
考
え
は
前
掲
の
と
お
り
で
あ
っ
て
稿

者
も
全
く
こ
れ
に
同
感
す
る
が
、
同
義

の
接
続
詞
「
か
れ
」
「
か

る
が
ゆ
象
に
」
 の
語
源
的
説
明
を
 
コ
石
波古
語
辞
典
』
 で
見
る
こ

と
と
す
る
（
こ
の
辞
書
に
は
文
頭
の
接
続
詞
「
ゅ
象
に
」
は
立
項
さ
れ

て
い
な
い
）
。
 

〇
カ
（
彼
）
と
有
リ
の
巳
然
形
ア
レ
と
の
複
合
し
た
カ
ア
レ
の

約
。
奈
良
時
代
以
前
に
は
、
巳
然
形
だ
け
で
既
定
の
条
件
を

示
す
語
法
が
あ
っ
た
の
で
、
カ
ア
レ
だ
け
で
、
カ
ア
レ
バ
の

 

カ
レ
イ
ハ
ク

 

故

日
 



意
を
表
わ
し
た
。
漢
文
訓
読
で
使
う
語
。
 

〇
カ
（
斯
）
ア
ル
ガ
ユ
エ
（
故
）
ニ
の
約
。
 

右
の
説
明
中
の
 「
カ
」
（彼

・
斯
）
は
、終
結
し
た
前
文
の
内
容
を

指
し
示
し
て
い
る
言
葉
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
後
文
の
冒
頭
に
置
か

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
カ
ア
レ
e
カ
レ
」
「
カ
ア
ル
ガ
ユ
エ
ニ
e
 

カ
ル
ガ
ユ
ェ
ニ
」
が
文
頭
の
接
続
詞
と
し
て
成
立
し
て
来
て
い
る

と
考
え
ら
れ
、
先
掲
の
宣
長

・
山
田
論
に
も
添
っ
て
い
て
、
き
わ

め
て
ス
ム
ー
ズ
に
納
得
で
き
る
。
 

こ
れ
に
対
し
て
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
 に
お
け
る
接
続
詞
「
ゆ

え
に
」
 の
語
源
的
説
明
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

〇
名
詞
「
ゅ
え
（
故
）」
に
助
詞
「
に
」
 の
付
い
て
で

き
た
も

の
 
。
 

こ
の
辞
書
が
文
頭
の
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
 の
文
証
と
し
て
引
く
古

文
か
ら
の
諸
用
例
に

つ
い
て
は
後
に
検
討
を
加
え
る
が
、
右
の
よ

う
な
語
源
的
説
明
か
ら
は
、
接
続
詞
「
ゅ
え
に
」
が

「
こう
い
う

わ
け
で
」
「
そ
の
た
め
に
」
と
い
う
意
味
で
後
文
の
文
頭
に
用
い

ら
れ
る
際
の
 「
こう
い
う
」
「
そ
の
」
に
当
た
る
も
の
が
生
ま
れ

て
来
な

い
。
名
詞
の
「

ゆ
裏
」
の
前
に
 
「
か
く
あ
る
が

（
ゅ
裏

に
）
」
 「
しか
あ
る
（
ゆ
裏
に
）
」
 「
こ
の
（
ゆ
象
に
）
」
等
が
あ
っ
て
、
 

は
じ
め
て
終
結
し
て
い
る
前
文
を
受
け
る
、
後
文
冒
頭
の
接
続
詞

と
し
て
の
意
味

・
機
能
が
充
分
に
備
わ
る
と
思
う
。
先
に
述
べ
た
  

こ
と
の
繰
返
し
に
な
る
が
、
「
かく
あ
る
が
ゆ
裏
に
り
か
る
が
ゆ

象
に
」
、
「
し
か
あ
る
ゆ
象
に
g
し
か
る
ゆ
裏
に
」
と
文
頭
に
用
い

ら
れ

（
「
かる
が
ゆ
え
に
」
「
しか
る
ゆ
え
に
」
の
仮
名
書
き
例
は
実
在

す
る
）
、そ
の
 
「
か
る
が
ゆ
象
に
」
が
後
に
上
部
の
 
「
か
る
が
」
 

を
省
い
て
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
を
出
現
さ
せ
た
と
考
え
る
と
、
筋

が
通
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
 

右
に
述
べ
た
よ
う
な
、
本
来
の
長
い

一
続
き
の
接
続
語
句
を
上

略
（
時
に
は
下
略
）
し
て
短
く
し
た
接
続
詞
の
例
が
、
大
槻
文
彦

博
士
の
『
口
語
法
別
記
』
 の
接
続
詞
の
条
の
 「
語句
を
略
し
て
接

続
詞
に
用
い
る
も
の
」
 の
中
に
順
接
例
、
逆
接
例
の
両
方
共
に
左

の
よ
う
に
見
え
る
（
三
〇
」ハ
頁
）
。こ
こ
に
 
「
か
る
が
ゆ
え
に
→
ゆ

え
に
」
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
現
代
文
に
お
い
て
接

続
詞
「
ゆ
え
に
」
が
用
い
ら
れ
る
時
は
文
語
口
調
の
場
合
で
あ
っ

て
、
ロ
語
文
法
を
説
く
こ
の
よ
う
な
書
に
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
 の

取
り
上
げ
ら
れ
な
い
の
は
当
然
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
 

①
人
が
集
ま
つ
た
、
（
そう
）
し
て
、
演
説
が
始
ま
つ
た
。
 

②
品
が
出
来
あ
が

つ
た
、
（
そ
れ）
で
、
人
に
見
せ
た
。
 

③
空
が
晴
れ
る
、
（
そう
）
す
る
と
、
風
が
吹
く
。
 

④
し
く
じ

つ
た
ろ
う
、
（
そ
れ）
だ
か
ら
、
よ
せ
と
言

つ
た
の

 

？
 」
 。
 

⑤
雨
が
晴
れ
た
、
（晴
れ
た
）
が
、
ま
だ
雲
わ
収
ま
ら
ぬ
。
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⑥
智
恵
わ
あ
る
、
（
そう
）
だ
け
れ
ど
も
、
学
問
わ
な
い
。
 

⑦
た

い
そ
う
力
が
あ
る
、
（
そ
れ）
で
も
、
角
力
取
に

わ
勝
た

れ
ま
い
。
 

⑧
敵
軍
を
破

る
、
（そ
れ
）
の
み
な
ら
ず
、
其
大
将
ま
で
生
捕

つ
た
。
 

⑨
春
に
な
つ
た
、
し
か
し

（
な
がら
）
、ま
だ
気
候
わ
寒
い
。
 

こ
れ
ら
の
例
、
特
に

「
そう
し
て
→
し
て
」
「
そ
れ
で
→
で
」
「
そ

う
す
る
と
→
す
る
と
」
「
そ
れ
だ
か
ら
→
だ
か
ら
」
等

の
簡
略
化

し
た
接
続
詞
の
派
生
は
、
「
か
る
が
ゆ
え
に
→
ゆ
え
に
」
と
い
う

成
立
の
経
緯
の
説
明
の
有
力
な
支
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
 

六
 
古
文
に
お
い
て
文
頭
の
接
続
詞
 

「
ゆ
原
に
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
検
証

 

宣
長
の
説
に
気
づ
か
ず
、
あ
る
い
は
等
閑
視
し
て
、
現
代
語
的

感
覚
で
古
く
か
ら
文
頭
の
接
続
詞
「
ゆ
象
に
」
が
あ
っ
た
と
す
る

前
提
に
立
つ
諸
文
献
の
読
ま
れ
方
に
関
し
て
、
以
下
に
検
証
し
よ
 

、つ
。
 

十
世
紀
初
め
に
撰
進
さ
れ
た
『
古
今
和
歌
集
』
 に
は
仮
名
序
と

真
名
序
と
が
あ
る
が
、
そ
の
真
名
序
の
中
に

「
故
」
字
が
文
頭
に

左
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
（
い
ま
句
点
、
返
り
点
を
施
す
）
。
 

〇
 

至
レ
有下
好色
之
家
。
以
レ
此為
ニ
花
鳥
之
使
？
乞
食
之
客
。
 
 

以
レ
此為
中
活
計
之
謀
”
故
半
為
二
婦
人
之
右
？
難
レ
進ニ
大
夫
之
 

」
剛？

 

右
を
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
で
は
次
の
よ
う
に
訓
読
す
る
（
11
1
 

四
三
・
三
四
五
頁
）
。
 

〇
好
色
の
家
、
雌
を
埠
ち
て
花
鳥
の
使
と
か
し
、
麟
嚇

の
饗

 

は
か
り
こ
と
 

ゆ
車

 

此
を
以
ち
て
活
計
の
 
謀
 
と
為
す
こ
と
有
る
に
至
る
。
故
 

ー
 

た
わ
や
め
 

た
す
け
 

た
い
 ふ

 

に
半
ば
婦
人

の
右

と
為
り
、
大
夫
の
前
に
進
む
る
こ
と
難

し
。
 

す
な
わ
ち
右
で
は
原
漢
文
の
文
頭
の

「
故」
字
を
接
続
詞
と
し
て
 

「
ゆ
象
に
」
と
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
読
む
根

拠
は
脚
注
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
文
頭
の
接
続
詞
「
故
」
を
 

「
ゆ
裏
に
」
と
読
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
接
続
詞
「
ゆ
急

に
」
 の
仮
名
書
き
を
当
時
、
な
い
し
そ
れ
以
前
の
文
献
か
ら
例
証

と
し
て
示
す
必
要
が
あ
る
。
も
し
仮
名
書
き
の
用
例
が
見
つ
か
ら

な
け
れ
ば
、
送
り
仮
名
で
な
く
振
り
仮
名
で
あ
る
こ
と
の
確
実
な
、
 

ゆ
王

 

文
頭
の
接
続
詞
「
故
に
」
 の
付
訓
例
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
先
述

来
の
理
由
に
よ
っ
て
、
文
頭
の
接
続

詞
「
ゆ
裏
に
」
 は
『
古
今

集
』
の
頃
に
は
ま
だ
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
真

名
序
の
中

の
 「
故」
は
 
「
か
れ」
と
読
む
の
が
最
も
よ
か
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
（
「
か
れ」
以
外
の
読
み
で
は
「
かる
が
ゆ
哀
に
」
が
候
補

に
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
）
。
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『
日
本
国
語
大辞
典
』
 の
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
 の
条
に
は
諸
文

献
か
ら
の
用
例
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
二
葉
亭
四
迷
の
 
マ
存
雲
」
 

を
除
く
古
い
文
献
は
次
の
五
つ
で
あ
る
（
括
弧
内
は
底
本
）
。②
ー
 

⑤
に
お
け
る
用
例
は
ど
れ
も
漢
字
書
き
の

「
故
に」
 で
あ
っ
て
、
 

こ
れ
を

「
ゆ
え
に
」
と
読
む
確
た
る
内
部
根
拠
（

っ
ま
り
各
文
献

内
に
仮
名
書
き
の

「
ゆ
え
に」
の
存
す
る
文
証
）
は
な
く
、
む
し
ろ
文

献
に
よ
っ
て
は

「
か
る
が
ゆ
え
に
」
と
読
む
べ
き
強
い
可
能
性
が

存
す
る
。
問
題
は
田
へ
の
対
処
の
仕
方
で
あ
る
が
、
既
掲
の
よ
う

 

カ
レ

 

に
こ
の
資
料
に
は

「
故」
が
存
在
す
る
の
で
、
も
し
接
続
詞
「
ゆ

え
に
」
 の
存
在
も
認

め
ら
れ

る
と
す
る
な
ら
ば
、

「
か
れ
」
 と
 

「
ゆ
え
に
」
と
が
同
一
資
料
に
全
く
同
義
の
接
続
詞
と
し
て
共
存

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
甚
だ
珍
奇
な
現
象
と
言
う
べ
き
で
あ

ろ
、っ
。
 

m
法
華
義
疏
長
保
四
年
点
 

二
（
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
）
 

②
百
座
法
談
聞
書
抄
 

三
月
二
日
（
佐
藤
亮
雄
編
）
 

⑧
愚
管
抄
 

一
・
清
寧
（
日
本古
典
文
学
大
系
）
 

④
中
華
若
木
詩
抄
 

中
（
抄
物
大
系
）
 

⑤
春
雨
物
語
 

海
賊
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
 

m
の
用
例
を
中
田
祝
夫
博
士
著
「
改
訂
版
 
古
点
本
の
国
語
学
的

研
究
』
の
 
「
訳
文
篇
」
四
一
九
頁
か
ら
引
く
と
左
の
と
お
り
で
あ

る
。
 

m
道
の
名
と
俗
の
性
と

十
号
と
此

の
三
の
句
は
、

人
同
（
じ

と
）
い
ふ
こ
と
（
を
）
明
す
。
七
善
は
是
（
れ
）
法
同
（
じ
）
 

な
り
〔
也
〕
。
所
「
以
」
（黄
補
）（
に）
諸
の
事
（
音
）同
（
じ
）
 

ユ
へ
ニ

 

な
り
（
と
）
い
ふ
こ
と
（
を
）
明
す
。
者
、
同

（
じく
）
一
極

の
〔
之
〕
道
に
体
ヘ
リ
。
 

右
で
は

「
者
」字
の
右
に
片
仮
名
で

「
ユ
へ
ニ
」
と
あ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
四
〇
三
頁
の
こ
の
箇
所

の
影
印
で
は
 
「
者」
字

の
右
横
の
片
仮
名
「
ユ
へ

ニ
」
は
確
認
不
能
で
あ
る
。
今
石
山
寺

蔵
の
原
本
「
法
華
義
疏
』
 に
当
た
る
余
裕
が
な
い
け
れ
ど
も
、
も

し
そ
う
い
う
付
訓
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
 
「
ユ
へ
ニ
」
は
振

り
仮
名
で
な
く
送
り
仮
名
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と

す
れ
ば

「
餐
」
 の
よ
う
に
見
え
て
い
る
も
の
は
 
「
者
ュ
へ
ニ」
と

判
断
さ
れ

「
カ
ル
ガ
ユ
へ
ニ
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

る
。
な
お
中
田
博
士
の
こ
の
本

の
 「
総
論
篇
」
九
二
八
頁
の

「
第

一
一
部
 
平
安
初
期
の
訓
点
本

の
国
語
学
的
解
説
に
関
す
る
も

の
」
中

の
 「
（五
）
高
山
寺
所
蔵
 
弥
勤
上
生
経

賛
古
点
に

つ
い

て
」
 に
お
い
て
、
左
引
の
よ
う
に
文
頭
の
接
続
詞
「
カ
レ
」
「
ユ

エ
ニ
」
 に
関
し
て
述
べ
ら
れ
用
例
も
示
さ
れ
て
い
る
。
 

〇
故
ー

v〈
末と
し
て
は
ユ
エ
ニ
と
訓
む
が
、
文
初
に
来
て
接

続
詞
と
な
る
際
に
は
カ
レ
ま
た
は
ユ
エ
ニ
と
訓
む
。
カ
レ
は

前
か
ら
続
く
時
に
も
、
 一
旦
切
れ
た
文
を
受
け
る
時
に
も
、
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用
カ
る
。
 

「
法
堂
（ィ
）
尊
勝
な

（
ル
）
（
ヲモ
チ
テ
）
故
レ
願
首
（
ヲ
）
 

標
（
ス
）
」
 

「
主
（
ヲ
）
（
ハ
）
慈
尊

（
ト）
号
（
ス
）
。故
レ
能
（
ク
）
幹
 

(I
I
I
)
（ヲ
）
苦
厄
（
ニ
）
垂
レ
タ
マ
フ
」
 

し
か
し
文
頭
の
接
続
詞
「
ユ
エ
ニ
」
の
方
の
用
例
は
全
然
示
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
に
関
し
て
筆
を
費
や
す
こ
と
を

控
え
る
。
 

以
上
に
よ
っ
て
稿
者
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
 に
引
く
①
の
用

例
は
、
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
の
存
在
を
証
明
す
る
の
に
問
題
が
あ

る
と
考
え
る
。
 

②
は
底
本

の
校
註
九
〇
頁
（
翻
刻
一
七
頁
）
に
辞
書
所
引
の
文

頭
の
接
続
詞
の
漢
字
書
き
「
故
に
」
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
仮
名
書

き
の
文
頭
の
接
続
詞
「
ゅ
え
に
」
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
こ
の
 

「
故
に
」
を
 
「
ゆえ
に
」
と
読
ん
で
よ

い
こ
と
に
な
ら
な
い
。
む

し
ろ
三
月
廿
七
日

の
条
に
仮
名
書
き
の

接
続
詞
「
カ
ル
カ
ユ

へ

ニ
」
（翻
刻
四
二
頁
。校
註
で
は
一
一
六
頁
）
が存
す
る
の
で
、
漢
字

書
き
の
文
頭
の
接
続
詞
「
故
ニ
」
は

一
六
・
四
〇
頁
の
用
例
も
含

め
て
す
べ
て
 
「
か
る
が
ゆ
え
に
」
と
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

小
林
芳
規
博
士
編
『
法
華
百
座
聞
書
抄
総
索
引
』
に
お
け
る
索
引

で
、
本
文
の
接
続
詞
「
故

ニ
」
を
「
ゆ
裏
に
」
 の
項
に
収
め
て
い
  

る
の
も
「
か
る
が
ゆ
裏
に
」
 の
項
に
す
べ
て
移
す
の
が
よ
い
で
あ

ろ
う
と
思
う
。
③
の
『
愚
管
抄
』
 の
用
例
に

つ
い
て
は
底
本
の
大

系
本
五
四
頁
に
は
辞
書
の
引
例
同
様
に

「
故
ニ
」
と
あ
っ
て
ル
ビ

が
な
く
、
他
に
文
頭
の
接
続
詞
の
仮
名
書
き
「
ユ

エ
ニ
」
の
用
例

が
な
い
。
と
こ
ろ
が
三
六
三
頁
の
補
注
に
引
く
『
簾
中
抄
』
 か
ら

の
同
じ
内
容
文

に
は
仮
名
書
き
で

左
の
よ
う
に
 
「
か
る
が
ゆ
へ

に
」
と
あ
る
。
 

〇
此
御
門
し
ら
が
お
ひ
て
む
ま
れ
給
へ
り
。
か
る
が
ゆ
へ
に
し

ら
が
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
る
。
 

し
た
が
っ
て
『
愚
管
抄
』
本
文
の
方
の
同
様
文
中
の
接
続
詞

「
故

ニ
」
 の
読
み
も
、
「
ユ
エ
ニ
」
 で
は
な
く
「
カ
ル
ガ

ユ
エ
ニ
」
 が

適
切
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。
④
の
『
中
華
若
木
詩
抄
』
 の
用

例
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
で
は

一
八
五
頁
の
抄
文
中
に
見

ら
れ
る
が
、
辞
書
所
引
と
同
様
に
左
の
ご
と
く
「
故
ニ
」
 に
振
り

仮
名
が
な
く
、
こ
れ
を
「
ユ
エ
ニ
」
と
読
む
決
め
手
は
存
し
な
い
。
 

つ
て
 

る
 

へ

 

〇
世
俗
ノ
窺
イ
知
ル
ベ
キ
処
ニ
ア
ラ
ズ
。
故
ニ
、
笑

而
不
レ
答

也
。
 

⑤
の
『
春
雨
物
語
』
（
著
者
の
上
田
秋
成
は
本
居
宣
長
と
同
時
代
人
）
 

は
底
本
の
一
六
五
頁
に
辞
書
所
引
の
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
接
続

詞
「
故
に
」
 に
振
り
仮
名
が
な
く
、
稿
者
と
し
て
は

「
か
る
が
ゆ

え
に
」
と
読
む
の
が
よ
か
ろ
う
と
考
え
る
。
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他
の
辞
書
で
は
『
新
潮
国
語
辞
典
』
 の
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
 の

条
に
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
か
ら
の
引
例
が
あ
る
が
、
吉
沢
義
則

博
士
校
註
本
に
よ
れ
ば
、
 

〇
 

五
人
の
仙
人
の
舞
事
各
異
節
也
、
故
に
此
を
五
節
と
名

付
た
り
、
（
一
一
頁
）
 

と
あ
っ
て
、
傍
線
部
の
漢
字
書
き
「
故
に
」
に
は
読
み
仮
名
が
付

さ
れ
て
い
ず
、
文
頭
の
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
の
確
例
と
は
見
な
し

得
ず
し
て
「
か
る
が
ゆ
え
に
」
と
読
む
べ
き
も
の
と
見
得
る
の
で

あ
る
。
 

昭
和
四
十
五
年
十
月
号
「
月
刊
文
法
」
の
 
「
接
続
詞
小
辞
典
」
 

中
の
堀
内
武
雄
氏
稿
「
ゅ
象
に
」
（
文語
。
六
四
頁
）
に
仮
名
書
き

の
例
を
、
先
掲
の
『
古
今
集
』
真
名
序
の
ほ
か
に
、
日
蓮
の
『
佐

渡
御
書
』
か
ら
も
左
の
よ
う
に
示
す
。
 

〇
世
間
の
浅
き
事
に
は
身
命
を
失
へ
ど
も
、
大
事
の
仏
法
な
ん

ど
に
は
捨
つ
る
こ
と
難
し
。

ゆ
裏
に
仏
に
な
る
人
も
な
か
る

べ
し
。
 

し
か
し
右
の
傍
線
部
の
仮
名
書
き

「
ゆ
裏
に」
は
日
本
古
典
文
学

大
系
『
日
蓮
集
』
四
二
九
頁
で
も
岩
波
文
庫
「
日
蓮
文
集
』
三
一
一

頁
で
も
漢
字
書
き
の
 
「
故
に」
で
あ
っ
て
、
こ
の
用
例
は
『
古
今

集
」
真
名
序
の
例
と
共
に
、
文
頭
の
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
の
存
在

を
証
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
 

七
 

「
か
る
が
ゆ
え
に
」
の
用
例

 

仮
名
書
き
の
接
続
詞
「
か
る
が
ゆ
え
に
」
 の
用
例
を
以
下
に
若

干
示
す
。
コ
石波
古
語
辞
典
」
 に
は
『
地
蔵
十
輪
経
序
』
『
大
鏡
」
 

『御
伽
草

子
』
 か
ら
の
三
例
が
挙
が
っ

て
い
る
が
、
そ
の
中
の
 

『大
鏡
』
 の
用
例
は

「日
本
国
語
大
辞
典
』
や
『
新
明
解
古
語
辞

典
」
 に
も
引
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
六
五

頁
の
左
文
で
あ
る
。
 

〇
こ
の
お
と
ぐ
は
内
麿
の
お
と
ぐ
の
三
郎
。
 

大
臣
の
位
に

て
六
年
。
田
邑
の
御
お
ほ
ぢ
に
お
は
し
ま
す
。
か
る
が
ゆ
へ

に
、
嘉
祥
三
年
庚
午
七
月
十
七
日
、
贈
太
政
大
臣
に
な
り
給

へ
り
。
 

ほ
か
に
日
本
古
典
文
学
大
系
の
索
引
か
ら
検
索
す
れ
ば
次
の
二
例

が
あ
る
。
 

〇
蓬
莱
宮
と
申

（す
）
と
も
、
い
か
で
こ
れ
に
は
ま
さ
る
べ
き
。
 

ゆ
へ

 

か
る
が
故
に
名
づ
け
て
、
歩
み
を
は
こ
ぶ
と
も
が
ら
は
、
諸

願
か
な
ら
ず
満
足
せ
り
。
（
『御
伽
草
子
」
三
〇
八頁
。
「
浜
出
草

紙
」
。岩
波
文
庫
本
で
は
下
一
二
六
頁
）
 

〇
父
母
の
恩
よ
り
師
の
恩
は
深
い
と
い
う
。
か
る
が
ゆ
え
に
、
 

「弟
子
七
尺
去
っ
て
師
の
影
を
踏
ま
ず
」
と
古
人
も
言
う
て

お
か
れ
た
。
（
「狂
言
集
下
」
二
八
八頁
。
「
重
喜
」
）
 

311 



な
お
狂
言
に

つ
い
て
は
次
掲
の
そ
れ
ぞ
れ
の
索
引
に
よ
る
と
、
文

頭
の
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
は
皆
無
で
あ
る
が
、
接
続
詞
「
か
る
が

ゆ
え
に
」
は
池
田
広
司
‘
北
原
保
雄
両
氏
著
展
野

狂
言
集
の
研

究
』
に
二
例
あ
り
（
「
けい
り
う
」
「
巌
島」
）
、そ
の
中
の

一
例
は
北

原
保
雄

・
小
林
賢
次
両
氏
著
『
続
狂
言
記

の
研
究
』
 に
も
同
様
に

見
ら
れ
る
（
「
鶏
立
の江
」
）
。
 

少
し
潮
っ
て
仮
名
書
き
の
古
写
本
の
『
太
平
記
』
 の
一
本
を
西

端
幸
雄

・
志
甫
由
紀
恵
両
氏
編
『
土
井
本
太
平
記
 
本
文
及
び
語

葉
索
引
』
 で
見
る
と
、
文
頭
の
接
続
詞
「
ゆ
象
に
」
 は
な
く
、
 

「
か
る
が
ゆ
象
に
」
が
二
一
例
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
キ
リ

シ
タ
ン
資
料
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、
日
本
古
典
全
書
『
吉
利
支
丹

文
学
集
下
』
（昭
和
三
十
五
年
朝
日
新
聞
社
。新
村
出
博
士
・
柊
源
一
氏

校
註
）
所
収
の
国
字
本

『
どち
り
な
き
り
し

た
ん
』
（
一
六
〇〇
年

長
崎
版
）
四
六
頁
の
、
 

〇
 

そ
む
く
事
あ

る
べ
し
。
故
に
此
三
の
善
は
 

（序

文
）
 

の
傍
線
部
に
対
し
て
、
頭
注
で
、
 

〇
ロ
ー
マ
字
体
「
か
る
が
ゆ
象
に
」
と
あ
り
。
本
書
も
さ
う
読

む
。
 

と
記
し
、
以
下
同
書
一
四
七
頁
の
文
頭
の
接
続
詞
「
故
に
」
 に
つ

い
て
も
同
様
の
頭
注
を
施
し
て
い
る
。
右
の
頭
注
で
「
ロ
ー
マ
字
  

本
云
々
」
と
言
う
の
は
橋
本
進
吉
博
士

の
『
轟
嘱

吉
利
支
丹
教

義
の
研
究
』
（
昭
和
三
年
東
洋
文
庫
）
の
ロ
ー
マ
字
序
文
二
頁
目
の

 

ユ
エ
 

c
a
H
u
g
ay
uy
e
n
i
お
よ
び
そ
の
翻
字
の
 
「
か
る
が
故
に
」
 を
指
し

て
い
る
。
ま
た
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
七
輯
』
（
昭
和
三
十
七
年
。
 

吉
川
弘
文
館
）
の
バ
レ
ト
写
本
の
翻
字
索
引
に
よ
れ
ば
、
接
続
詞
 

「
か
る
が
故
に
」
は
六
例
あ
る
が
文
頭
の
接
続
詞
「
ゅ
え
に
」
は

一
例
も
な
い
。
さ
ら
に
豊
島
正
之
氏
作
成
の

ロ
ー
マ
字
本
の
文
脈

つ
き
語
葉
索
引
の
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
』
『
ヒ
イ
デ
ス
の
導
師
』
 

『
ス
ピ
リ
ツ
ア
ル
修
行
』
 で
も
、
接
続
詞
「
カ
ル
ガ
ユ
エ
ニ
」
は

多
数
存
す
る
が
接
続
詞
の
 「
ユ
エ
ニ
」
は
な
く
、
そ
の
故
に
豊
島

氏
は
国
字
本
の
漢
字
表
記
の
文
頭
の
接
続
詞
「
故
に
」
を
す
べ
て
 

「
カ
ル
ガ
ユ
エ
ニ
」
と
読
ん
だ
。
こ
れ
に
関
し
て
氏
は
 
昇
認
ぎ

や
ど
ぺ
か
ど

る
本
文

・
索
引
I
』
（
昭
和
六
十
二
年
清
文
堂
）
の
 

「個
別
注
」
 
十
五
頁
で
、
 

〇
カ
ル
ガ

ユ
エ
ニ
は
文
頭
に
、

ユ
エ
ニ
は
そ
れ
以
外
に
の
み
使

わ
れ
る
。
ユ
エ
ニ
で
文
が
始
ま
る
事
は
無
い
。
こ
れ
は
、
早

く
宣
長
が
 
「
玉
あ
ら
れ
」
（
筑
摩
版全
集
五
ー
五
一
二
）
で
指

摘
し
て
い
る
。
（と
い
う
よ
り
、
そ
の
少
し
前
迄
は
こ
の
規
則
が

生
き
て
い
た
と
いう
べ
き
か
）
。
 

と
『
玉
あ
ら
れ
』
 に
m
lロ
及
し
て
い
る
。
『玉
あ
ら
れ
』
 の
説
は
既

掲
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
宣
長
は
漢
文
訓
読
の
際
に
文
頭
の
接
続
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詞
「
故
ニ
」
 を
、
古
来
の
読
み
 
「
カ
ル
ガ
ユ
エ
ニ
」
 で
な
く
 
「
ユ

エ
ニ
」
と
読
も
う
と
す
る
最
近
の
風
潮
を
慨
嘆
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

一
般
に
文
語
体
の
文
章
が
書
か
れ
る
時
に
文
頭
の
接
続
詞
を

仮
名
書
き
で

「
ゆ
象
に
」
と
す
る
よ
う
な
例
は
、
稿
者
と
し
て
は

容
易
に
は
見
つ
け
得
ら
れ
な
い
で
い
る
（
明
治
期
の
用
例
は
本
稿
の

初
め
の
方
に
挙
げ
た
）
。
 

と
も
あ
れ
、
こ
の
見
地
に
立
っ
て
室
町
末
期
の
抄
物
『
玉
塵
』
 

の
巻
一
・
巻
七
の
文
脈

つ
き
総
索
引
が
出
雲
朝
子
・
豊
島
正
之
両

氏
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
時
（
平
成
二
年
）
に
は
、
底
本
に
は
接

続
詞
と
し
て
の
 「
カ
ル
ガ
ユ
エ
ニ
」
 「
ユ
エ
ニ
」
 の
仮
名
書
き
が

ど
ち
ら
も
な
い
の
に
、
両
氏
は
漢
字
書
き
の
接
続
詞
「
故

ニ
」
の

す
べ
て
を
 
「
カ
ル
ガ
ユ
エ
ニ
」
と
読
ん
だ
の
で
あ
る
。
 

『
時代
別
国
語
大
辞
典
室
町
時

代
編
』
 に
は
 
「
か
る
が
ゆ
象

に
」
 の
用
例
を
、

『易
林
本
節
用
集
』
『
日
葡
辞
書
」
『
春
鑑
抄
」
 

『光
悦
本
謡
廿
大
会
」
『
短
編
廿
金
剛
女
の
草
子
』
か
ら
引
き
、
 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
 は

「
か
る
が
ゆ
え
に
」
 の
用
例
を
、

『百

座
法
談
」
『
大
鏡
』
（
以
上
の二
例
は
本
稿
で
既
述
）
『色
葉
字
類
抄
』
 

『
天
草
本伊
曽
保
』
『
日
葡
辞
書
』
 か
ら
引
き
、
か
つ
古
辞
書
の

色
葉
・
名
義

・
和
玉
・
文
明
・

易
林

・
書
告
1
ロ
に
 

「
カ
ル
ガ
ユ
エ

ニ
」
の
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 

古
辞
書
の
類
で
は
既
出
の
ほ
か

に
、
元
禄
八
年
（
初
版
は
貞
享
  

四
年
〈

ニ
ハ
八
七
〉
）版
の

ア
ク
セ
ン
ト

辞
書
『
補
忘
記
』
 
の
 

「加
」
（カ
）
の
部
に
、
 

へ
一一

 

〇
故
 

（
三
〇
丁
裏
。左
側
の
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
は

「
低高
高
高

 

一 ＼
\
＼一

 

低
低
」
を
示
す
）
 

と
、
送
り
仮
名
の

「
へ
ニ
」
 が
あ
り
（
「
ユ
」
の
部
に

「
握
」
な

し
）
、
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
が
合
計
六
つ
左
側
に
示
さ
れ

て
い
る
。
 

次
に
、

こ
れ
よ
り
も
時
代
は
降
る
が
文
化
七
年
（
一
八

一
〇
）
版

の
イ
ロ
ハ
引
き
の
日
蘭
対
訳
辞
書

『蘭
語
訳
撰
」
（
巻二
の
二
十
九

丁
裏
）
に

も
、
接
続

詞
の
「

ユ
エ
ニ
」
 
は
な
い
け

れ
ど

も
 

「
カ礎
へ
」
（仮
名
の
最
終
の
「
ニ
」
が
な
い
が
ス
ベ
ー
ス
不
足
で
印
刷

の
際
に
欠
落
し
た
か
）
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語

e
D
a
a
r
o

日
（
「
だ
か
ら」
 

の
意
）
の
対
訳
日
本
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 

以
上
の
よ
う
な
次
第
で
接
続
詞
「
か
る
が
ゆ
え
に
」
 の
確
例
を

挙
げ
る
の
に
は
困
ら
な
い
が
、
文
頭
の
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
の
古

い
仮
名
書
き
例
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 

八
 
結
び

 

以
上
に
緯
説
し
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
江
戸
中
期
以
前
の
文
献

に
お
い
て
文
頭
の
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
の
仮
名
書
き
は
見
つ
か
ら

ず
「
か
る
が
ゆ
え
に
」
な
ら
ば
見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
で
は
な
い

の
で
、
古
文
献
に
お
け
る
文
頭
の
漢
字
書
き
「
故
に
」
 の
読
み
は
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「
か
る
が
ゆ
え
に
」
 で
あ
っ
て
 「
ゆえ
に
」
 で
は
な
い
こ
と
が
諒

解
さ
れ
る
と
思
う
。
そ
し
て
こ
の
文
頭
の
接
続
詞
「
故
に
」
 の
意

味
が
 
「
こう
い
う
わ
け
だ
か

ら
」
 で
あ
る
の
で
、
「
か
る
が
ゆ
え

に
」
と
い
う
読
み
な
ら
ば

「
こ
う
い
う
」
に
当
た
る
「
か
る
が
」
 

が
あ
り
、
単
な
る
「
ゆ
え
に
」
 の
場
合
に
は
「
ゆ
え
」
 の
前
に
前

文
の
内
容
を
指
し
示
す
も
の
（
「
こう
い
う
」
等
を
意
味
す
る
も
の
〕
 

が
な
い
の
で
、
文
頭
の
接
続
詞
「
ゆ
え
に
」
 の
成
立
（
発
生
）
を

名
詞
「
ゅ
裏
」
プ
ラ
ス
助
詞
「
に
」
と
す
る
考
え
方
は
筋
が
通
ら

ず
、
そ
う
で
は
な
く
て
 
「
か
る
が
ゆ
え
に
」
 の
上
略
形
と
し

て
 

「
ゆ
え
に
」
が
発
生
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
文
頭
の
接
続
詞
「
ゅ
え
に
」
 の
誕
生
は
ほ
ぽ
宣
長
の
頃
か
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
従
来
、
文
頭
の
漢
字
書

き
の
 
「故
に
」
を

「
ゆ
え
に」
と
読
ん
で
き
た
古
文
献
の
用
例
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
、
「
か
る
が
ゆ
え
に
」
と
読
み

改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
 

そ
し
て
そ
れ
ら
の
各
索
引
も
「

ユ
」
 

の
部
か
ら

「
カ
」
 の
部
へ
移
し
か
え
る
の
が
よ
か
ろ
う
 

と
思

う
の
で
あ
る
。
 

（
大
谷大
学
非
常
勤
講
師
）
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